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硫
黄
島
（
別
名
、
中
硫
黄
島
）
は
東
京
か
ら
南

へ
約
1
2
5
0
㎞
に
位
置
し
、
北
硫
黄
島
、

南
硫
黄
島
と
と
も
に
火
山
列
島
（
硫
黄
列
島
）
を
構

成
し
て
い
る
。
南
端
の
摺
鉢
山
（
標
高
1
6
9
m
）

と
中
北
部
の
元
山
（
標
高
1
1
5
m
）
の
二
つ
の

火
山
を
、
千
鳥
ヶ
原
（
標
高
70
m
以
下
）
と
い
う

台
地
で
つ
な
い
だ
扇
形
を
し
て
い
る
島
は
、
基
底
の

直
径
40
㎞
、
海
底
か
ら
の
比
高
2
0
0
0
m
と
い

う
巨
大
な
海
底
火
山
の
海
面
上
に
あ
ら
わ
れ
た
山

頂
部
に
あ
た
る
。

硫
黄
島
は
全
体
に
地
温
が
高
く
、
多
く
の
噴
気

地
帯
、
噴
気
孔
が
あ
り
、
各
所
で
小
規
模
な
噴
火
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
特
に
、島
西
部
の
旧
噴
火
口（
通

称
、
ミ
リ
オ
ン
ダ
ラ
ー
ホ
ー
ル
）
で
は
2
0
1
2

年
以
降
、
頻
繁
に
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発
が
発
生

し
、
石
や
泥
が
飛
散
し
て
い
る
。

気
象
庁
が
今
年
8
月
に
発
表
し
た
月
間
火
山
概

況
に
よ
れ
ば
、
硫
黄
島
の
地
殻
変
動
は
2
0
1
4

年
12
月
頃
か
ら
隆
起
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
2
0
1
5

年
3
月
頃
か
ら
、
隆
起
速
度
が
上
が
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
火
山
活
動
は
や
や
活
発
な
状
態
で
推
移
し
て

お
り
、
将
来
、
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
が

発
生
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

硫
黄
島
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
硫
黄
を
産
出
し

て
お
り
、
明
治
時
代
か
ら
硫
黄
の
採
掘
を
目
的
と
し

た
開
拓
が
始
ま
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
激
し

い
戦
闘
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い

る
。
現
在
、
自
衛
隊
が
管
理
す
る
航
空
基
地
が
置
か

れ
、
一
般
の
人
の
島
内
へ
の
立
ち
入
り
は
制
限
さ
れ

て
い
る
。

凄惨な歴史を持つ島

硫黄島全景　（気象庁撮影）

硫黄島
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により火口周辺警報（火口周辺危険）が発表中である ( 平成 27 年８月 31
日現在 )。

硫黄島
いおうとう
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「
11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日
」

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本

大
震
災
）
に
伴
う
大
規
模
な

津
波
災
害
に
よ
り
、
東
北
地
方
か
ら
千

葉
県
に
至
る
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
い

て
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
同
年
６
月
に
津

波
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

制
定
さ
れ
、
同
法
の
中
で
、
11
月
５
日

が
「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
平
時
か
ら
、
家
族
と
逃
げ
る
場

所
を
決
め
て
お
く
こ
と
や
、
自
ら
の
命

を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
な
ど
、

津
波
に
対
し
て
の
備
え
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
津
波
防
災
の
日
」
を
契

機
に
、
津
波
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

津
波
か
ら
命
を
守
る

津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
一
番
に

と
る
べ
き
行
動
は「
素
早
い
避
難
」で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
が
東
北
地

方
の
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
中
、
岩
手
県
釜
石
市
内
の
児
童
・
生

徒
の
多
く
が
無
事
で
あ
っ
た
事
例
が
「
釜

石
の
出
来
事
」
と
し
て
反
響
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
群
馬
大
学
大
学
院
の

片
田
敏
孝
教
授
が
提
唱
す
る
「
津
波
避

難
の
三
原
則
」、
第
一
「
想
定
に
と
ら
わ

れ
る
な
」、
第
二
「
最
善
を
つ
く
せ
」、

第
三
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
を
忠
実
に

実
行
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

こ
の
三
原
則
の
中
で
一
番
大
事
な
こ

と
は
、第
一
の
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」

で
す
。
例
え
ば
各
地
域
で
作
成
し
て
い

る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
等
に
記
載
さ

れ
て
い
る
警
戒
情
報
は
、「
あ
く
ま
で
予

想
」
と
考
え
る
こ
と
。
相
手
は
自
然
で

あ
り
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
居
る
場
所
が
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
は
安
全
と
判
断
さ
れ
る
場

所
で
あ
っ
て
も
油
断
し
な
い
こ
と
で
す
。

第
二
の
「
最
善
を
つ
く
せ
」
と
は
、

一
時
的
に
避
難
し
た
場
所
が
決
し
て
一

番
安
全
な
場
所
で
は
な
く
、
そ
の
場
所

に
留
ま
る
こ
と
に
固
執
せ
ず
、
よ
り
安

全
な
別
の
場
所
に
避
難
で
き
る
か
を
考

え
る
、
そ
の
と
き
に
出
来
る
最
善
を
つ

く
し
て
避
難
行
動
を
す
る
こ
と
で
す
。

第
三
の
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
と
は
、

通
常
私
た
ち
は
「
自
分
は
被
害
に
遭
わ

な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

こ
の
考
え
を
排
除
し
、
率
先
し
て
避
難

す
る
こ
と
で
す
。「
想
定
」
に
頼
ら
ず
自

分
た
ち
で
判
断
す
る
の
は
、
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
想
定
以
上
の
こ
と
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
起
こ
る
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こ
と
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平
時
の
備
え
と
訓
練
参
加

今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
の
中
で
、
津
波

に
よ
る
人
的
被
害
（
死
者
数
）
は
、
最

大
で
約
23
万
人
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
住
民
一
人
一
人
が
迅
速
に
避

難
を
開
始
し
、
強
固
で
安
全
な
で
き
る

だ
け
高
い
位
置
に
避
難
す
る
な
ど
、
主

体
的
な
避
難
行
動
を
行
う
こ
と
で
、
死

者
数
は
４
・
６
万
人
と
約
２
割
に
ま
で

減
少
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
適
切
な
避
難
行
動
を
発
災

時
に
と
る
た
め
に
は
、
実
践
的
な
訓
練

を
重
ね
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
と
る

べ
き
行
動
を
体
に
刻
み
込
み
、
平
時
か

ら
備
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
、
避
難
訓
練
の
内
容
に
つ
い
て

も
見
つ
め
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
市

町
村
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
る
訓
練
は
、
避
難
す
る

行
動
や
場
所
等
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
て
い
る
も
の
が
主
流
で
し
た
。
し
か

し
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
訓
練
で
避
難
し
て
い
る
場
所
が
、
必

ず
し
も
安
全
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
地
域
に
お
い
て
、
地
震
、
津

波
、
台
風
な
ど
各
種
の
自
然
災
害
に
対

応
し
た
、「
自
分
の
命
を
守
る
」
た
め
の

迅
速
な
避
難
行
動
や
避
難
場
所
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
ら
が
主
体
的
に
考
え
訓

練
に
参
加
し
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、
11
月
５
日
の
「
津
波

防
災
の
日
」
を
中
心
に
、
内
閣
府
と
関

係
地
方
公
共
団
体
が
共
催
し
て
、
全
国

10
か
所
（
北
海
道
日
高
町
、
青
森
県
む

つ
市
、
福
井
県
福
井
市
、
茨
城
県
日
立

市
、静
岡
県
東
伊
豆
町
、兵
庫
県
香
美
町
、

愛
媛
県
西
予
市
、
鳥
取
県
鳥
取
市
、
福

岡
県
苅
田
町
、
沖

縄
県
与
那
原
町
）

に
お
い
て
住
民
参

加
の
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
な
ど
、

広
く
自
主
的
な
訓

練
の
呼
び
か
け
を

行
い
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
２
０
０
団
体

以
上
の
地
方
公
共

団
体
、
民
間
企
業

等
が
、
津
波
避
難

訓
練
や
安
否
確
認

訓
練
等
の
訓
練
を

計
画
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
等

の
取
組
に
参
加
者
す
る
方
を
約
１
０
０

万
人
規
模
に
ま
で
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

津
波
防
災
ひ
ろ
め
隊

　
　
　
　

２
０
１
５
‒
２
０
１
６

津
波
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
軽
減

す
る
た
め
に
、
防
災
意
識
の
向
上
及
び

適
切
な
避
難
行
動
の
定
着
・
浸
透
が
不

可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
「
津
波
!?
高
い
と
こ
ろ

へ
！
」
な
ど
の
津
波
防
災
に
関
す
る
シ

ン
プ
ル
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
幅
広
く
お
伝

え
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

内
閣
府
の
こ
の
よ
う
な
主
旨
に
賛
同

し
て
く
れ
た
、
全
国
的
に
有
名
で
発
信

力
の
あ
る
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
が

「
津
波
防
災
ひ
ろ
め
隊
」
を
結
成
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
密
着
型
の
津
波
防
災
の
取
組
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
７
日
に
は
、「
津
波
防

災
ひ
ろ
め
隊
」
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
集

結
し
て
、
お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
山
谷
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣（
防
災
）と
と
も
に
、コ
ア
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
「
し
ん
じ
ょ
う
君
」、「
ち
っ
ち
ゃ

い
お
っ
さ
ん
」、「
ふ
な
っ
し
ー
」、「
く

ま
モ
ン
」、「
き
い
ち
ゃ
ん
」
か
ら
、
津

波
防
災
の
ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
ま
し

5

東日本大震災の津波によって被害を受けた岩手県宮古市

東日本大地震の津波で破壊された宮城県仙台市の工場
 ( 消防科学総合センター　提供 )
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た
。
一
つ
目
は
、「
津
波
が
来
た
ら
各
自

が
た
だ
ち
に
全
力
で
逃
げ
る
こ
と
」、
二

つ
目
は
、
約
束
事
と
し
て
①
家
族
と
逃

げ
る
場
所
を
決
め
て
お
く
②
自
ら
の
命

を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
な
の
で
、
皆
様
も
よ
く
覚

え
て
い
た
だ
き
、
ご
家
族
の
皆
様
と
も

共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

津
波
避
難
ポ
ー
ズ

シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、

国
民
の
皆
様
に
よ
り
親
し
み
や
す
く
、

津
波
防
災
の
意
味
を
し
っ
か
り
と
覚
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
津
波
避
難
ポ
ー

ズ
」
も
考
案
し
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ー
ズ
は
、「
大
き
な
地
震
が
お

こ
っ
た
ら
、
津
波
が
来
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
速
や
か
に
で
き
る
だ
け
高
い

と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
、

津
波
防
災
の
キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
体

感
し
て
身
に
着
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

考
案
し
た
も
の
で
す
。
前
足
を
大
き
く

踏
み
出
し
、
両
手
を
大
き
く
振
る
「
全

力
で
避
難
」
し
て
い
る
動
作
と
、
上
を

見
上
げ
て
上
体
を
反
り
返
ら
せ
る
「
高

い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
」
い
る
動
作
と

を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
高
い
と

こ
ろ
を
目
指
し
て
全
力
で
避
難
し
て
い

る
」
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
津
波
防
災
ひ
ろ
め

隊
サ
イ
ト
」
の
運
用

開
始津

波
防
災
の
特
設
サ

イ
ト
「
津
波
防
災
ひ
ろ
め

隊
サ
イ
ト
」
も
同
時
に
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
サ

イ
ト
内
で
は
、「
津
波
防

災
動
画
」、「
全
国
各
地
の

訓
練
イ
ベ
ン
ト
情
報
」、「
津
波
の
し
く

み
」
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、「
津
波
防

災
ひ
ろ
め
隊
」
の
動
画
を
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
御
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧

く
だ
さ
い
。

6

津波避難ポーズ

津波防災
ひろめ隊サイト

http://tsunamibousai.jp/

内閣府防災 
- YouTube

https://www.youtube.com/channel/
UC0B5vIolexAAbv_11H91Z_Q

みんなで津波避難ポーズ（９月７日お披露目会）

津波防災ひろめ隊サイトトップページ 津波防災啓発ポスター
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平成 23 年６月に、津波対策を総合的かつ効果的に推進することを目的と
した「津波対策の推進に関する法律」が制定されました。この法律では、
津波対策に関する観測体制強化、調査研究推進、被害予測、連携協力体

制整備、防災対策実施などが規定されています。そして、国民の間に広く津波対
策についての理解と関心を深めるために、11 月５日を「津波防災の日」とするこ
とが定められました。
11 月５日は、今から 160 年前の安政元年 11 月５日（太陽暦では、1854 年 12

月 24 日）に発生した安政南海地震で、紀州藩広村（現在の和歌山県広川町）を津

波が襲った時、濱
はまぐち

口梧
ごりょう

陵（儀兵衛）【写真１】が、暗闇の中で逃げる方向を見失わ

ないように、稲むら（取り入れの終わった稲わらを屋外に積み重ねたもの）に火を

つけて、村人を安全な場所に誘導したという実話にちなみ

ます。【写真２】

この実話は、後に「稲むらの火」の物語として、地震

後の早期避難の重要性を伝える優れた防災教材として、教

科書を始め、マンガ、紙芝居など様々な形で紹介されてい

ます。また、国内に限らず、翻訳されアジア地域の８か国

にも提供されています。

COLUMN 津波防災の日

写真１　濱口梧陵（儀兵衛）
（1820-1885）

写真２　濱口梧陵が稲むらに火をつけようと
松明を持って走る姿の銅像。

広川町役場前の稲むらの火広場
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防
災
に
お
け
る
企
業
の

役
割

今
年
3
月
に
宮
城
県
仙
台
市
の
仙
台

国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回

国
連
防
災
世
界
会
議
で
は
、
国
際
的
な

防
災
の
取
組
指
針
と
し
て
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
や
直

接
経
済
損
失
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
な

ど
７
つ
の
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
仙
台

防
災
枠
組
２
０
１
５–

２
０
３
０
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
防
災
枠
組
で

は
、
災
害
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
関
係
者
）

の
参
加
や
連
携
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
一
つ
が
、
企
業
な
ど
の
民
間
セ
ク

タ
ー
で
す
。
企
業
も
政
府
や
市
民
な
ど

と
と
も
に
、
防
災
の
役
割
を
担
う
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
役

割
と
し
て
、
事
業
の
継
続
、
防
災
の
た

め
の
技
術
開
発
、
官
民
に
よ
る
防
災
へ

の
投
資
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
の
本
体

会
議
や
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で

も
、
防
災
に
お
け
る
企
業
の
役
割
に
つ

い
て
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
本
体
会
議
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

(

対
話)

で
は
、「
リ
ス
ク
に
対
応
し
た

投
資
：
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を

テ
ー
マ
に
、
災
害
リ
ス
ク
削
減
に
関
す

る
官
民
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
、
国
や
地
域
の
各
レ
ベ
ル
で
、

民
間
セ
ク
タ
ー
と
政
府
機
関
と
の
間
に

緊
密
な
協
力
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
連
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
に
お
い
て
「
防
災
産

業
展 

in 

仙
台
」
が
開
催
さ
れ
、
１
６
０

社
・
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
自

動
車
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
幅
広

い
分
野
で
、
防

災
関
連
技
術
・

製
品
が
展
示
さ

れ
、
官
民
が
連

携
し
て
、
日
本

の
企
業
の
技
術

力
の
高
さ
を
国

内
外
に
発
信
し

ま
し
た
。

自
然
災
害

の
多
い
日
本
で

は
、
大
企
業
か

ら
中
小
企
業
ま

で
、
様
々
な
業

種
の
企
業
が
防

災
関
連
技
術
・

製
品
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し

た
防
災
産
業
の

役
割
は
、
仙
台
防
災
枠
組
で
掲
げ
た
目

標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
首

都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と

い
っ
た
巨
大
地
震
へ
の
対
策
の
た
め
に

も
、
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

が
今
年
2
月
に
発
表
し
た
「
防
災
・
減

災
に
資
す
る
技
術
等
の
普
及
・
開
発
促

進
に
向
け
て
」
で
は
、
防
災
・
減
災
技

8

特集
日本は地震や津波、台風、豪雪、火山噴火などの自然災害が多い国です。また、首都直下型地震や

南海トラフ地震といった巨大地震の切迫性が高まっていることも近年指摘されており、防災・減災対
策の強化が急がれています。このような中、政府・地方自治体と民間企業が連携して、防災力を向上
させる取り組みが進められています。

官民連携による防災

今年３月、夢メッセみやぎで開催された「防災産業展 in 仙台」
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術
の
開
発
・
普
及
促
進
の
た
め
に
は
、
産
官
学
連

携
体
制
の
構
築
が
必
要
と
し
、
そ
れ
に
向
け
「
わ

が
国
全
体
の
防
災
・
減
災
技
術
等
の
シ
ー
ズ
・
ニ
ー

ズ
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
異
業
種
間
の
技
術

開
発
者
等
の
対
話
を
促
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」

と
提
言
、「
こ
う
し
た
有
機
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
防
災
・
減
災
技
術
等
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
防
災
産
業
が
先
進
的
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
結
集
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
防
災
関
連
製
品
や
防
災
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
低
価
格
化
や
高
機
能
化
、
平
時
に
も
使
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
な
ど
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
企
業
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た

製
品
や
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害
時
の
被
害
軽
減
や
事

業
継
続
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

民
間
に
お
け
る
防
災
産
業
育

成
に
向
け
た
取
組
（
日
本
防

災
産
業
会
議
の
設
立
）

防
災
に
お
い
て
、
民
間
企
業
が
果
た
す
役
割
の
重

要
性
が
高
ま
る
中
、
今
年
7
月
、
防
災
関
連
技
術
・

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
等
す
る
、
製
造
、
建
設
、

情
報
通
信
、
物
流
、
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
、
小
売
、
運

輸
な
ど
の
様
々
な
業
態
の
企
業
が
集
ま
り
、
任
意
団

体
「
日
本
防
災
産
業
会
議
（
会
長
：
相
澤
益
男
科
学

技
術
振
興
機
構
顧
問
）」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
防
災
産
業
会
議
で
は
「
防
災
産
業
の
一
層
の
育
成

強
化
を
進
め
、
国
内
お
よ
び
国
際
社
会
が
求
め
る
防

災
対
策
・
危
機
管
理
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
る
」

9

分 科 会

官民連携意見交換会

シンポジウム・講演会

展示会・マッチング

新聞掲載・出版

情報共有や基準検討等で複数設立

大型シンポジウムや講演会
セミナー等の開催

防災機器調達企業、団体と
会員企業とのマッチング

中央省庁防災担当者や会員企業
取材記事等の連載、書籍出版

日本防災産業会議の活動

出典：日本防災産業会議

情報共有や基準検討等で複数設立

事業内容を
情報発信

企業や自治体
連携を促進

防災取り組み
の普及促進

成    果
アウトプット

・
検
討
活
動
報
告

・
提
言
、
要
望

・
施
策
説
明

・
提
案
内
容
検
討
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と
い
う
目
的
を
掲
げ
、
官
民
が
情
報
を
交

換
・
共
有
し
、
学
識
者
の
知
見
も
交
え
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
防
災
産
業
を
育
成

し
、
日
本
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

官
民
連
携
意
見
交
換
会

こ
の
よ
う
な
中
、
官
民
や
業
種
横
断
的

な
議
論
を
行
い
、
よ
り
実
務
的
な
点
で
、

課
題
解
決
や
提
案
な
ど
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
防
災
力
の
向
上
に
必
要
な

新
た
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
創
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
実
効
性
の
あ
る
各

種
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、

防
災
・
減
災
対
策
や
災
害
時
に
大
い
に

活
用
さ
れ
、
被
害
の
最
小
化
や
よ
り
よ

い
復
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
官
民
が
連
携
し
て
意
見
交

換
を
す
る
場
と
し
て
官
民
連
携
意
見
交

換
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
回
の
官
民
連
携
意
見
交
換
会
が

8
月
4
日
に
開
催
さ
れ
、
内
閣
府
防
災

担
当
、
防
災
を
担
当
す
る
省
庁
、
地
方

公
共
団
体
、
日
本
防
災
産
業
会
議
の
会

員
企
業
等
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
該
会

議
に
は
、
内
閣
府
防
災
担
当
か
ら
松
本

洋
平
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
出
席
さ
れ

松
本
大
臣
政
務
官
よ
り
冒
頭
の
挨
拶
と

し
て
、「
防
災
に
は
発
災
後
の
応
急
対
応

も
大
切
で
あ
る
が
、
何
よ
り
事
前
の
備

え
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
国
や

地
方
自
治
体
だ
け
の
取

り
組
み
で
は
な
く
、
我

が
国
の
総
合
力
と
し
て

民
間
企
業
の
皆
様
と
も

連
携
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
こ
と
、「
我

が
国
の
防
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
上
で
、

防
災
産
業
の
育
成
強
化

が
必
要
で
あ
り
、
防
災
・

減
災
を
進
め
て
い
く
上

で
、
官
民
の
そ
れ
ぞ
れ

が
有
す
る
情
報
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
双
方
で
活
用
し

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

有
効
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
」
の
必
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。 

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
既
に
防

災
に
係
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
民

間
企
業
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し
て

日
本
防
災
産
業
会
議
側
よ
り
次
の
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
被
災
状
況
等
に
つ
い
て
行

政
機
関
、
民
間
企
業
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
有

す
る
情
報
を
双
方
で
共
有
化
を
目
指
し
て

い
く
こ
と

②
民
間
企
業
が
個
社
ご
と
に
策
定
し

た
事
業
継
続
計
画
を
連
動
さ
せ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
に
関
わ
る
政
府
・
行
政
機
関

の
事
業
継
続
計
画
と
も
連
動
さ
せ
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
社
会
全
体
の
事
業
継
続
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

③
災
害
に
備
え
る
た
め
平
時
か
ら
も
活

用
で
き
る
、
事
業
拠
点
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

強
化
の
在
り
方
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の

事
項
だ
け
で
な
く
、
防
災
・
減
災
対
策

や
産
業
育
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
テ
ー

マ
を
今
後
も
逐
次
挙
げ
て
、
官
民
が
連

携
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

災
害
時
の
被
害
状
況
等
の
情
報
共
有

化
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
に
向

け
て
日
本
防
災
産
業
会
議
に
お
い
て
個

別
テ
ー
マ
を
検
討
す
る
分
科
会
を
本
年

９
月
29
日
に
立
ち
上
げ
、
当
該
会
議
に

は
、
日
本
防
災
産
業
会
議
に
参
加
す

る
防
災
に
関
係
す
る
省
庁
や
県
な
ど
も 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当
該
分
科
会
で

は
、
既
に
県
内
で
の
情
報
共
有
化
を
進

め
て
い
る
徳
島
県
の
「
災
害
時
情
報 

共
有
シ
ス
テ
ム
」
の
取
組
状
況
の
紹
介

や
、
国
土
交
通
省
が
本
年
９
月
か
ら
運
用 

開
始
し
た
「
総
合
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム 

（
Ｄ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）」
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
が
有
す
る

災
害
情
報
（
例
：
配
送
車
両
・
店
舗
・

事
業
拠
点
な
ど
が
得
る
情
報
）
の
活
用

の
可
能
性
や
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
例
の
紹
介
（
Ｖ–

Ｌ
Ｏ
Ｗ
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
放
送
を
活
用
し
た
防
災
情
報
の

発
信
の
取
り
組
み
）
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
活
用
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
災
害
情
報
の
共
有
化
に
向
け
た

官
民
に
よ
る
意
見
交
換
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
防
災
力
の
向
上
に
必
要
な
新
た
な

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
創
出
す
る
と
い
う
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
、
一
般

製
品
へ
の
防
災
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
か

つ
こ
れ
ら
の
高
機
能
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
低
価
格
で
普
及
し
て
い
く
こ
と
で
、
我

が
国
の
み
な
ら
ず
途
上
国
な
ど
の
防
災
力

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
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事業継続計画 (BCP) と 
事業継続マネジメント (BCM) 

官民連携意見交換会の様子
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平成 23 年 3 月の東日本大震災では、多くの企業が深
刻な被害を受けました。工場や事務所が損害を受け、
事業が中断されるだけではなく、復旧が遅れたこと

で、顧客や取引先を失う企業もありました。また、部品や原
料の提供が止まったことで、サプライチェーン ( 供給網 ) が
寸断され、その影響が日本のみ
ならず、海外にまで波及しまし
た。このように、自然災害のよ
うな突発的な緊急事態よって企
業の事業が中断することは、自
社の経営に打撃を与えるのみな
らず、国内外の取引先や顧客に
も大きな影響を与える可能性が
あります。

こうした事態を避けるため
に、企業が準備しておく計画が

「事業継続計画（BCP）」です。
平成 25 年 8 月に内閣府が発表し
た「事業継続ガイドライン第三
版」によれば、BCP は「大地震
等の自然災害、感染症のまん延、
テロ等の事件、大事故、事故、
サプライチェーンの途絶、突発
的な経営環境の変化などの不測
の事態が発生しても、重要な事
業を中断させない、または中断
しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、体制、
手順等を示した計画」としています。つまり、企業が危機
的事象の対応計画として策定するのが BCP です。さらに、
BCP と並び重要なのが、平常時からの「事業継続マネジメ
ント（BCM）」です。事業継続ガイドライン第三版で BCM
は「BCP 策定や維持・更新、事業継続を実現するための予
算・資源の確保、対策の実施、取組を浸透させるための教育・
訓練の実施、点検、継続的な改善などを行う平常時からの
マネジメント活動」と説明されています。BCM は単なる計
画ではなく、継続的な取組であり、経営レベルの戦略的活
動として位置付けられるものです。そして、BCM の実施の
中で生まれる成果物の一つが BCP と言えます。

平成 26 年 7 月、内閣府が発表した「企業の事業継続及
び防災の取組に関する実態調査」によれば、平成 25 年度に
大企業で BCP を策定している割合は 53.6%（平成 23 年度
比で 7.8 ポイント増）、中堅企業では 25.3%（平成 23 年度
比で 4.5 ポイント増）となっています。BCP を策定する企

業は年々増加していますが、まだ策定していない企業も多
いです。

内閣府は BCM と BCP の普及を図るために「事業継続ガ
イドライン」を発表しています。最新版である事業継続ガイ
ドライン第三版は、BCM 実施体制の構築、BCP の立案・策定、

平常時の教育・訓練などが紹介された BCM、BCP のための、
いわば参考書となっています。また、事業継続ガイドライン
第三版のさらなる理解と効果的な活用方法を提示することを
目的に「解説書」も発表されています。いずれもインターネッ
ト上に公開されているので、これらを参考に BCM の実施、
BCP の策定に役立てて下さい。

事業継続ガイドライン第三版
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/pdf/
guideline03.pdf

事業継続ガイドライン第三版 解説書
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/pdf/ 
guideline03_ex.pdf

COLUMN
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事業継続計画 (BCP) と 
事業継続マネジメント (BCM) 

 出典：事業継続ガイドライン第三版 解説書

平常時

経営環境の変化等に
応じ継続的に改善し、
発展させる

BCM

P9 BCPとBCMの関係

BCPとBCMの関係（イメージ）

緊急
事態の
発生

事業継続戦略

現地
復旧代替

撤退

新規事業シフト

様々な選択肢から重要事業を
再開する最適な方法を選択

事業
中断

事業
継続

事前対策の実施計画
教育・訓練の実施計画
見直し・改善の実施計画

20144/19 丸谷委員
修正指示反映

または中断の可能性

緊急時
BCP
発動

必要な戦略
の発動と
対策の実施

BCP と BCM の関係 ( イメージ )
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平
成
27
年
７
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、各
府
省
庁
に
お
い
て
、毎
年
恒
例
の
「
子

ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
は
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
広

く
社
会
を
知
る
体
験
活
動
の
機
会
と
す
る
と
と

も
に
、
政
府
の
施
策
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
を
中
心

に
各
府
省
庁
な
ど
が
参
加
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
内
閣
府
で
も
、
中
央
合
同
庁
舎
第
８
号
館

に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
内
閣
府
の
仕
事
を

よ
り
良
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
防
災

担
当
で
は
「
楽
し
い
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
と

「
こ
ど
も
災
害
対
策
本
部
」
の
二
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
、
子
ど
も
が
実
際
に
「
見
て
、

触
れ
て
、
学
ん
で
」
防
災
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

「
楽
し
い
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

「
楽
し
い
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、「
建

物
の
揺
れ
体
験
ス
ペ
ー
ス
」
と
「
防
災
巻
作

成
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
け
ま
し
た
。「
建
物
の
揺

れ
体
験
ス
ペ
ー
ス
」
で
は
、
左
右
に
動
く
土

台
の
上
に
家
屋
の
模
型
が
２
個
並
べ
て
あ
る

装
置
を
使
い
、
一
つ
は
「
筋
交
い
」
で
壁
面

部
分
を
補
強
し
て
あ
る
模
型
と
、
も
う
一
つ

に
は
「
筋
交
い
」
を
入
れ
ず
柱
が
立
っ
て
い
る

だ
け
の
模
型
を
同
時
に
揺
ら
す
こ
と
で
、
補

強
し
て
あ
る
模
型
は
原
型
を
と
ど
め
、
補
強

し
て
い
な
い
模
型
は
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
地
震
に

備
え
た
耐
震
補
強
の
重
要
性
を
学
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
建
物
の
耐
震

補
強
は
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
防
災
巻
作
成
ス
ペ
ー
ス
」
で
は
、「
地
震
防

災
巻
（
ヒ
ン
ト
手
帳
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
「
地
震
防
災
巻
」
は
、
災
害
時
の
状
況
を

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
す
。
紙
面
を
両
面
使
い

外
側
に
な
る
面
に
は
、
地
震
防
災
に
役
立
つ
情

報
が
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
数
回
折
り
込
む
こ
と
で
手
帳
サ
イ
ズ
に
な

る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
側
に
な
る
面
に

は
、
災
害
発
生
か
ら
数
時
間
後
ま
で
を
、
時
間

経
過
に
沿
っ
て
空
欄
に
自
分
の
行
動
や
、
防
災

上
気
に
な
る
点
を
記
入
し
て
い
く
も
の
で
、
い

か
に
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
記
入
す
る
項
目
は
、
①
災
害

想
定
、
②
季
節
・
天
候
・
時
間
、
③
全
体
の
あ

ら
す
じ
、
④
地
震
発
生
の
直
前
の
様
子
、
⑤
時

間
経
過
に
沿
っ
た
自
分
の
行
動
な
ど
で
す
。
記

入
後
に
自
分
が
書
い
た
内
容
が
、
災
害
時
の
行

動
と
し
て
適
切
で
あ
る
の
か
な
ど
、
振
り
返
る

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
親
子

で
一
緒
に
参
加
し
た
お
子
さ
ま
か
ら
は
「
お
母

さ
ん
と
全
然
違
う
内
容
を
書
い
て
し
ま
っ
た
け

ど
、ど
う
し
よ
う
」
な
ど
、同
じ
災
害
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
も
、
違
う
意
見
や
行
動
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

子ども霞が関見学デー　 
ＩＮ　内閣府

防災巻き（記入例）

建物の揺れ体験スペースの様子
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「
こ
ど
も
災
害
対
策
本
部
」

も
う
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
「
こ
ど
も
災
害
対
策
本
部
」
で

は
、
事
前
に
応
募
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、「
子
ど
も
大
臣
」
に
扮
し

て
政
府
の
災
害
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
も
の
で
、
山

谷
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
）
も
出
席
し
、
災
害
時
で
も
使

用
す
る
会
議
室
を
使
用
し
て
行
い

ま
し
た
。
内
容
は
、
災
害
時
に
内

閣
府
の
防
災
担
当
が
担
っ
て
い
る

関
係
省
庁
と
の
調
整
や
対
応
を
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
体
験

し
、
災
害
時
に
政
府
が
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
な
ど
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
よ
う
に
、
映
像

を
使
用
し
て
子
ど
も
で
も
分
か
り

易
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
想

定
し
た
災
害
は
、
大
規
模
な
土
砂

災
害
に
よ
り
、
負
傷
者
等
が
多
数

発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
て
、
子
ど
も
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
具
体
的
な
指
示
が
で
ま
し

た
。
①
政
府
の
皆
さ
ん
で
力
を
あ

わ
せ
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
に
全
力
で
取
り
組
む
。
②

た
く
さ
ん
の
方
が
避
難
し
て
い
ま

す
。
慣
れ
な
い
生
活
で
色
々
と
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
い
。
③
ま
だ
雨
が
降
っ
て
い

て
、
土
砂
崩
れ
が
ま
た
起
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
民
の
皆

さ
ん
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
被
害
が
大
き
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
全
力
で
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
指
示

を
受
け
て
、
子
ど
も
防
災
担
当

大
臣
か
ら
は
、「
現
地
へ
政
府
調

査
団
が
見
に
行
き
ま
し
た
。
ま

だ
、
水
が
ど
ん
ど
ん
溢
れ
て
い

て
沢
山
の
お
家
が
壊
れ
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
危
な
い
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
人
に
は
避
難
す

る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。
避
難
所

は
、
市
内
の
小
学
校
の
10
か
所
に

作
り
ま
し
た
。
避
難
所
の
生
活
で

な
に
か
困
っ
た
こ
と
が
な
い
か
聞

い
て
い
ま
す
。」
こ
の
よ
う
な
具

体
的
な
活
動
内
容
が
、
各
子
ど
も

大
臣
か
ら
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
実
際
に
政
府
が
こ
ん
な
感

じ
で
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
っ

た
。」
や
、「
防
災
服
を
着
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
大
盛
況

で
し
た
。

13

子ども内閣総理大臣からの指示

３０日（ＡＭ）に参加した「子ども大臣」のみなさん

冒頭あいさつする山谷防災担当大臣

想定した災害現場の様子をモニターで確認
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『
政
府
本
部
運
営
訓
練
』
は
、
首
都
直
下
地
震

を
想
定
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長

と
し
て
全
閣
僚
が
参
加
し
、
緊
急
災
害
対
策
本
部

会
議
と
そ
れ
に
引
き
続
い
て
の
臨
時
の
閣
議
の
訓

練
を
官
邸
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
訓
練
に
先
ん
じ
て
、
7
時
10
分
頃
に
東

京
都
多
摩
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
3
、
最
大
震
度
６
強
の
首
都
直
下
地
震
が
発

生
し
、
総
理
官
邸
周
辺
の
道
路
の
破
損
や
渋
滞
な

ど
に
よ
り
車
両
で
の
参
集
が
で
き
な
い
事
態
を
想

定
し
て
、
各
閣
僚
が
自
宅
や
自
省
庁
等
か
ら
徒
歩

で
官
邸
に
参
集
し
ま
し
た
。

緊
急
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
は
、
災
害
緊
急

事
態
の
布
告
及
び
こ
れ
に
伴
う
緊
急
災
害
対
策
本

部
の
設
置
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
8

時
25
分
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

各
閣
僚
に
対
し
て
人
命
救
助
を
最
優
先
に
迅
速
、

的
確
に
対
応
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
後
、
東
京

都
庁
と
の
テ
レ
ビ
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
会
議
で
は
、
舛
添
要
一
東
京
都
知
事

か
ら
被
害
状
況
の
報
告
と
政
府
へ
の
要
請
、
政

府
調
査
団
の
団
長
と
し
て
東
京
都
庁
に
派
遣
さ

れ
た
赤
澤
亮
正
内
閣
府
副
大
臣
か
ら
東
京
都
に

現
地
対
策
本
部
を
設
置
す
べ
き
と
の
意
見
具
申

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、

東
京
都
の
要
請
を
受
け
て
、
全
国
か
ら
最
大
限

の
資
源
を
注
力
す
る
こ
と
や
、
東
京
都
現
地
対

策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て
早
急
に
結
論
を
出
す

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
閣
僚
か
ら
被
害
状
況
の
報
告
や
対

応
方
針
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
受
け

て
、山
谷
え
り
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

か
ら
、
東
京
都
に
緊
急
災
害
現
地
対
策
本
部
を
設

置
す
る
よ
う
閣
議
に
諮
る
と
と
と
も
に
、神
奈
川
、

埼
玉
、
千
葉
の
各
県
に
政
府
調
査
団
を
派
遣
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
各
閣
僚
か
ら
異
議
な
し
と
の
発

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
各
閣
僚
に
対
し
て
、
関
係
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
積
極
的
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
要
請
に
対
し
て
は
情
報
の
共
有

な
ど
各
省
庁
連
携
し
て
、
迅
速
か
つ
全
面
的
に
支

援
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
引
き
続
い
て
行
っ
た
臨
時
の
閣
議
で

は
、
災
害
緊
急
事
態
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
及
び
東
京
都
へ
の
緊
急
災
害
現
地
対
策
本
部
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防災の動き
Disaster Management News

平成27年度総合防災訓練

会見を通して国民に協力の呼びかけを行う安倍内閣総理大臣

立川消防少年団員とともにスタンドパイプ訓練に参加する安倍内閣
総理大臣

政府本部運営訓練に参加する安倍内閣総理大臣と山谷防災担当大臣

９月１日の『防災の日』を中心に、政府や地方公共団体などでは多くの防災訓練が実施 
されました。政府では『防災の日』に首都直下地震を想定した政府本部運営訓練を官邸で実施すると
ともに、安倍内閣総理大臣が東京都で行われた九都県市合同防災訓練の視察などを行いました。
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の
設
置
に
つ
い
て
閣
議
決
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
山
谷
防

災
担
当
大
臣
立
ち
合
い
の
下
、
会
見
を
行
い
、

N
H
K
の
生
中
継
を
通
じ
て
、
身
の
安
全
の
確

保
、
車
に
よ
る
移
動
を
極
力
控
え
る
こ
と
、
正
確

な
情
報
の
把
握
、
買
占
め
の
自
粛
な
ど
に
つ
い
て

国
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

『
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
』
は
関
東
圏
の
９

つ
の
地
方
公
共
団
体
が
、
合
同
で
防
災
訓
練
を
行

う
も
の
で
、
今
年
度
は
東
京
都
が
主
会
場
と
な
っ

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
政
府
で
は
、
こ
の
訓
練
と

連
携
し
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
視
察
と
災
害

時
に
派
遣
さ
れ
る
政
府
調
査
団
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
線
高
松
駅
付
近
で
実
施
さ
れ
た
、
高
架

上
で
急
停
止
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
か
ら
の
救
出
救
助

訓
練
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
東
京
消

防
庁
、
警
視
庁
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
（
株
）

が
共
同
で
実
施
し
た
訓
練
で
、
梯
子
車
等
に
よ
る

車
内
の
負
傷
者
の
救
出
救
助
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
及
び
政
府
調
査

団
は
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
国
営
昭
和
記
念
公
園

へ
向
か
い
、
住
民
共
助
に
よ
る
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
立
川
市
や
昭
島
市
の
市
民
や

周
辺
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
た
初
期
消
火
訓
練

や
ロ
ー
プ
の
結
索
訓
練
、
応
急
担
架
作
成
な
ど
の

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
小
学
生

低
学
年
向
け
の
防
災
ク
イ
ズ
や
煙
体

験
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
こ
の
エ

リ
ア
で
、
立
川
消
防
少
年
団
、
立
川

消
防
団
員
と
と
も
に
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
体

験
し
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

と
は
道
路
上
に
あ
る
消
火
栓
等
か

ら
直
接
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る

器
具
で
、
東
京
都
で
は
平
成
24
年

頃
か
ら
本
格
的
に
導
入
が
進
め
ら

れ
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
講

習
や
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
4
月
に
は
こ
の
器
具
で
地

域
住
民
が
初
期
消
火
を
行
う
な
ど

の
実
績
も
あ
り
、
今
後
の
地
域
で

の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
山

谷
防
災
担
当
大
臣
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
、
中

谷
元
防
衛
大
臣
、
赤
澤
内
閣
府
副
大
臣
は
、
立

川
消
防
少
年
団
の
小
・
中
学
生
と
と
も
に
、
災

害
時
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
訓
練
す
る

結
索
訓
練
に
参
加
し
、
見
事
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
来
賓
ス
タ
ン

ド
で
、
警
視
庁
、
東
京
消
防
庁
、
自
衛
隊
や
国
交

省
関
東
地
方
整
備
局
、
及
び
周
辺
県
か
ら
派
遣
さ

れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
（
消
防
）、
広
域
緊
急
援

助
隊
（
警
察
）
な
ど
が
参
加
し
た
救
出
救
助
訓
練

及
び
道
路
啓
開
訓
練
を
観
覧
し
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
に
は
ア
ー
ム
が
二
本
あ
り
、
繊
細
な
作
業
が
可

能
な
双
腕
重
機
も
投
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
全
国
の
消
防
関
係
に
は
2
台
し
か
な
い
機
械

で
、
今
後
の
導
入
に
よ
り
、
が
れ
き
除
去
等
で
の

威
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
会
場
で
は
東
京
都
が
9
月
1
日
よ
り
都
民

へ
の
配
布
を
開
始
し
た
、“
今
す
ぐ
で
き
る
災
害

へ
の
備
え
”
や
“
知
っ
て
お
き
た
い
災
害
知
識
”

な
ど
を
解
り
や
す
く
、
網
羅
的
に
ま
と
め
た
「
防

災
ブ
ッ
ク
」の
普
及
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
舛
添
東
京
都
知
事
よ
り
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
へ
「
防
災
ブ
ッ
ク
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
一
部

を
除
き
訓
練
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓

練
会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
実
動
機
関
に

と
っ
て
は
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
す
る
場
に

な
っ
た
と
と
も
に
、
訓
練
に
参
加
し
た
一
般
の

方
々
に
と
っ
て
も
、
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
意

識
す
る
良
い
場
と
な
り
ま
し
た
。
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双腕重機による、がれき除去の訓練

結索訓練に参加する安倍内閣総理大臣
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平
成
26
年
９
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
噴
火
災
害

の
教
訓
や
、
火
山
災
害
の
特
殊
性
等
を
踏
ま
え
、

活
動
火
山
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
火
山
地
域

の
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
登
山
者
を
含
め
た
警

戒
避
難
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
「
活
動

火
山
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
27
年
法
律
第
52
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
い
ま
す
。）」
が
、
平
成
27
年
７
月
に
成
立
し
、

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
改
正
法
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
．
改
正
法
の
経
緯

平
成
26
年
９
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
の
噴
火

で
は
、
予
測
困
難
な
水
蒸
気
噴
火
が
突
如
発
生

し
、
火
口
周
辺
の
多
く
の
登
山
者
が
被
災
し
ま

し
た
。
こ
の
御
嶽
山
の
噴
火
で
は
、
登
山
者
も

対
象
と
し
た
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
や
、
火
山

研
究
体
制
の
強
化
と
火
山
専
門
家
の
育
成
が
必

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
火
山
防
災
対
策

に
関
す
る
課
題
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
政
府
に
お
い
て
は
、
中
央
防
災

会
議
の
下
に
「
火
山
防
災
対
策
推
進
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
平
成
27
年
３
月
に
、

今
後
の
火
山
防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
最
終

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
（
最
終
報
告
に
つ

い
て
は
平
成
27
年
夏
号
（
第
79
号
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）。

改
正
法
は
、
こ
の
最
終
報
告
を
受
け
、
法
制
化

す
べ
き
点
を
措
置
し
た
も
の
で
す
。具
体
的
に
は
、

活
動
火
山
対
策
の
対
象
と
し
て
登
山
者
を
明
記
す

る
こ
と
、
火
山
地
域
の
関
係
者
が
参
画
し
た
火
山

防
災
協
議
会
の
意
見
聴
取
を
経
て
地
域
防
災
計
画

に
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
位
置

づ
け
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
、
登
山
者
・
観
光

客
も
対
象
と
し
た
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
図

り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
活
動
火
山
対
策

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

改
正
法
は
、平
成
27
年
５
月
29
日
に
閣
議
決
定
、

同
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
衆
参
両
院
で
の
審

議
を
経
て
、
同
年
７
月
１
日
に
可
決
・
成
立
し
、

同
８
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
改
正
法
の
概
要

（
１
）
基
本
指
針
の
策
定

内
閣
総
理
大
臣
は
、
活
動
火
山
対
策
の
総
合

的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針（
以
下「
基

本
指
針
」
と
い
い
ま
す
。）
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。基
本
指
針
に
は
、

活
動
火
山
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
や
、
各
種
地
域
指
定
や
計
画
作
成
の
指
針
と

な
る
べ
き
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

（
２
）
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
等

①
火
山
災
害
警
戒
地
域

内
閣
総
理
大
臣
は
、
噴
火
の
可
能
性
が
高

く
、
人
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
警
戒
避
難

体
制
を
特
に
整
備
す
べ
き
地
域
を
、
火
山
災
害

警
戒
地
域（
以
下「
警
戒
地
域
」と
い
い
ま
す
。）

と
し
て
指
定
で
き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

②
火
山
防
災
協
議
会

警
戒
地
域
に
指
定
さ
れ
た
都
道
府
県
及
び
市

町
村
は
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
「
火
山
防
災

協
議
会
」
と
い
い
ま
す
。）
を
組
織
す
る
も
の

と
し
ま
し
た
。
火
山
防
災
協
議
会
は
、
都
道
府

県
知
事
及
び
市
町
村
長
、
気
象
台
、
地
方
整
備

局
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
火
山
専
門
家
、

観
光
関
係
団
体
そ
の
他
の
都
道
府
県
及
び
市
町

村
が
必
要
と
認
め
る
者
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
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防災の動き
Disaster Management News

活動火山対策特別措置法の改正

雲仙岳の火砕流（平成６年６月 24 日）
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③
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
べ

き
事
項
等

警
戒
地
域
に
指
定
さ
れ
た
都
道
府
県
は
、

都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
当
該

警
戒
地
域
ご
と
に
、
火
山
現
象
の
発
生
及
び

推
移
に
関
す
る
情
報
収
集
・
伝
達
や
予
警
報

の
発
令
・
伝
達
に
関
す
る
事
項
、
避
難
の
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
市
町
村
長
が
行
う
通
報

及
び
警
告
に
関
す
る
事
項
や
避
難
場
所
及
び

避
難
経
路
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
際
の
基
準
に
関
す

る
事
項
、
広
域
調
整
に
関
す
る
事
項
等
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

④
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
べ
き

事
項
等

警
戒
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
は
、
市
町

村
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
当
該
警
戒
地
域

ご
と
に
、
火
山
現
象
の
発
生
及
び
推
移
に
関
す

る
情
報
収
集
・
伝
達
や
予
警
報
の
発
令
・
伝
達

に
関
す
る
事
項
、
避
難
の
た
め
の
措
置
に
つ
い

て
市
町
村
長
が
行
う
通
報
及
び
警
告
に
関
す
る

事
項
、
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
に
関
す
る
事

項
、
避
難
訓
練
に
関
す
る
事
項
、
救
助
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
警
戒
地
域
内
の
不
特
定
多
数
の
者

が
利
用
す
る
施
設
又
は
要
配
慮
者
利
用
施
設
で

火
山
現
象
発
生
時
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、施
設
名
称
等
を
定
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

⑤
住
民
等
に
対
す
る
周
知
の
た
め
の
措
置

警
戒
地
域
内
の
市
町
村
は
、
火
山
現
象
の
発

生
及
び
推
移
に
関
す
る
情
報
伝
達
方
法
、
避
難

場
所
及
び
避
難
経
路
等
、
円
滑
な
警
戒
避
難
を

確
保
す
る
上
で
必
要
な
事
項
を
住
民
等
に
周
知

さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
印

刷
物
の
配
布
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
ま
し
た
。

⑥
避
難
確
保
計
画
の
作
成
等

④
で
市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
施
設
名
称
等

を
定
め
ら
れ
た
施
設
の
所
有
者
等
は
、
利
用
者

の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め

に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
計
画
（
避
難
確
保
計

画
）
を
作
成
し
、
避
難
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

⑦
登
山
者
等
に
関
す
る
情
報
の
把
握
等

地
方
公
共
団
体
は
、
登
山
者
等
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た
め
、
例
え
ば
登

山
届
の
導
入
、
携
帯
電
話
に
よ
る
災
害
情
報
に

関
す
る
メ
ー
ル
配
信
登
録
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等

を
通
じ
、
登
山
者
等
に
関
す
る
情
報
把
握
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
者
等
は
、
噴
火
の
お
そ
れ
に
関

す
る
情
報
の
収
集
、
関
係
者
と
の
連
絡
手
段
の

確
保
等
、
火
山
現
象
発
生
時
に
お
け
る
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
の
た
め
に
必
要
な
手
段
を
講
ず

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

（
３
）
火
山
現
象
の
研
究
観
測
体
制
の
整
備

等
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
火
山
現
象
の
研
究

及
び
観
測
の
た
め
に
努
め
る
べ
き
事
項
に
、
研

究
機
関
相
互
間
の
連
携
の
強
化
並
び
に
火
山
現

象
に
関
し
専
門
的
な
知
識
等
を
有
す
る
人
材
の

育
成
及
び
確
保
を
加
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
４
）
改
正
法
の
施
行
日

改
正
法
は
、
公
布
の
日
（
平
成
27
年
７
月
８

日
）
か
ら
６
ヵ
月
以
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

17

霧島山（新燃岳）の噴火（平成 23 年１月 27 日）
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活動火山対策特別措置法の一部を改正する法律

１．改正の背景

御嶽山の噴火の教訓、火山防災対策の特殊性等を踏まえ、活動火山対策の強化を図
るため、火山地域の関係者が一体となった警戒避難体制の整備等所要の措置を講ずる。

２．法律の概要

○ 明瞭な前兆がなく突如噴火する場合もあり、住民、登山者等様々な者
に対する迅速な情報提供・避難等が必要（御嶽山噴火の教訓）

○ 火山現象は多様で、かつ、火山ごとの個別性（地形や噴火履歴等）
を考慮した対応が必要なため、火山ごとに、様々な主体が連携し、専門
的知見を取り入れた対策の検討が必要

○火山災害警戒地域における警戒避難体制の整備
火山災害警戒地域の指定（第３条）

警戒避難体制の整備を特に推進すべき地域を国が指定（常時観測火山周辺地域を想定）

・ 都道府県・市町村は、火山防災協議会を設置（義務）

都道府県・市町村
地方整備局等
（砂防部局）

気象台

自衛隊火山専門家
※他、環境事務所、森林管理局、交通・
通信事業者等。集客施設や山小屋の
管理者も可。

観光関係団体 等

火山防災協議会（第４条）

必須構成員 必要に応じて追加

○自治体や登山者等の努力義務（第11条）
・自治体による登山者等の情報把握の努力義務を新たに規定
・登山者等の努力義務（火山情報の収集、連絡手段の確保等）を新たに規定

国による活動火山対策の推進に関する基本指針の策定（第２条）

・・・関係者が一体となり、専門的知見も取り入れながら検討

協議事項

○火山研究機関相互の連携の強化、火山専門家の育成・確保（第30条）

【都道府県】（第５条）
１．火山現象の発生・推移に関す
る情報の収集・伝達、予警報の
発令・伝達（都道府県内）

２．右の２．３を定める際の基準

３．避難・救助に関する広域調整

等

【市町村】（第６条）
１．火山現象の発生・推移に関する情
報の収集・伝達、予警報の発令・伝
達（市町村内）

２．立退きの準備等避難について市町
村長が行う通報等（噴火警戒レベル）
３．避難場所・避難経路
４．集客施設・要配慮者利用施設の
名称・所在地
５．避難訓練・救助 等

【協議会の意見聴取を経て、地域防災計画に記載（義務）】

・ 噴火警戒レベルの設定、これに沿った避難体制の構築など、一連の警戒避難体制
について協議

噴火シナリオ
※噴火に伴う現象と及ぼす影響の推移
を時系列に整理したもの

火山ハザードマップ
※噴火に伴う現象が及ぼす範囲を地
図上に示したもの

噴火警戒レベル

※噴火活動の段階に応じ
た入山規制、避難等

避難計画
※避難場所、避難経路、
避難手段等を示したもの

【火山防災マップの
例（桜島）】

【市町村長の周知義務】（第７条）
火山防災マップ

の配布等により、

避難場所等、円

滑な警戒避難の

確保に必要な事

項を周知

警察 消防

【避難確保計画の作成義務】（第８条）

集客施設（ロープウェイ駅、ホテル
等）や要配慮者利用施設の管理者
等による計画作成・訓練実施

活動火山対策特別措置法の一部を改正する法律の概要
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Q日
本
は
、
一
年
を
通
し
て
適

度
な
降
雨
に
恵
ま
れ
、
作

物
の
実
り
が
豊
か
に
な
る

恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

量
に
雨
が
降
る
と
洪
水
や
浸
水
害
、
山

崩
れ
・
が
け
崩
れ
・
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
水
害
に
は
河
川
の
水
位

上
昇
に
よ
る
外
水
氾
濫
と
、
市
街
地
で
雨
水
の
量
が

排
水
処
理
能
力
を
超
え
て
起
き
る
内
水
氾
濫
が
あ
り

ま
す
。
川
が
近
く
に
な
く
て
も
内
水
氾
濫
に
よ
り
住

宅
が
浸
水
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
誰
で
も
水
害
へ

の
備
え
は
必
要
で
す
。

雨
は
あ
ま
り
に
も
身
近
に
起
こ
る
現
象
な
の
で
危

険
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
そ
れ
が
避

難
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
ど
の
レ
ベ
ル

に
な
っ
た
ら
災
害
に
な
る
の
か
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
雨
の
判
断
は
1
時
間
の
雨
量
が
20
㎜
以
上
、

降
り
始
め
て
か
ら
1
0
0
㎜
以
上
に
な
っ
た
と
き

で
す
。
水
し
ぶ
き
で
周
り
が
白
っ
ぽ
く
な
る
50
㎜

以
上
の
雨
が
降
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
災
害
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
な

ど
、
自
分
自
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
に
浸
水
の
危
険
が
あ
る
か
事
前

に
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
自
分
の
住
ん
で
い

る
建
物
が
、
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
場
合

は
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
に
道
路
が
浸
水
し
て
い
た

ら
、
水
深
が
浅
く
と
も
流
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
無
理
に
避
難
所
に
行
く
こ
と

は
せ
ず
、
２
階
以
上
の
階
へ
避
難
す
る
こ

と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
に
い
る
と

き
は
、
高
架
下
な
ど
の
水
が
溜
ま
り
や
す

い
場
所
や
、
川
・
用
水
路
な
ど
の
水
が
流

れ
て
い
る
場
所
の
近
く
を
通
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
川
の
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す

る
こ
と
で
す
。
大
変
危
険
な
の
で
、
決
し

て
川
を
見
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
不
安
な
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
河
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
が
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
建
物
内
へ

の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
土
嚢
袋
を
用
意
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

19

大雨による被害が全国各地で相次いで
発生していますが、どのように備えれ
ばいいですか？

防災 Q&A 風水害への備え

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

イラスト：井塚 剛

大雨などの風水害は気象情報等を
活用し事前に備えることのできる
災害です。災害につながる雨や風
の強さを知り、速やかに対処でき
る備えをしておくことです。
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震
災
数
え
歌

「
一ひ
と

つ
と
せ

　
人

ひ
と
び
と
お
ど
ろ

々
驚
く
大お

お
じ
し
ん

震
災

　
美み

の濃
や
尾お

わ
り張

の
哀あ

わ

れ
さ
は

　
即そ

く
し死

と
負け

が
に
ん
※

傷
人

　
数か

ず
し知

れ
ず
」

こ
の
歌
で
始
ま
る
「
震
災
数
え
歌
」
が
、
岐
阜
県
大

垣
市
の
「
濃
尾
地
震
1
0
0
年
記
念
誌
」
に
記
録
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
在
住
の
方
が
親
か
ら
聞
い
た
数
え
歌
を

覚
え
て
い
た
の
で
す
。

1
8
9
1
（
明
治
24
）
年
10
月
28
日
の
早
朝
、
岐
阜

県
美
濃
、
愛
知
県
尾
張
地
方
を
突
然
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
・
0
の
巨
大
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
の
死

者
は
7
2
0
0
人
を
超
え
、
14
万
を
超
え
る
家
屋
が
全

壊
。
世
界
で
も
最
大
級
の
内
陸
直
下
型
地
震
で
し
た
。

10
番
ま
で
続
く
こ
の
数
え
歌
で
は
、
震
災
の
恐
ろ
し

さ
が
生
々
し
く
歌
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
後
に
、“
地じ

し
ん震

に
あ
え
ば
身み

の
終お

わ
り
”（
美
濃
・
尾
張
）
と
掛
詞
に
な
っ

た
ほ
ど
で
し
た
。

「
二ふ
た

つ
と
せ

　
夫ふ

う
ふ婦

も
親お

や
こ子

も
あ
ら
ば
こ
そ

　
あ
れ
と

言
う
ま
い
ぶ
き
ぶ
き
と

　
一
度
に
我わ

が
家や

が
皆み

な
た
お倒

れ
」

「
三み

つ
と
せ

　 

見み

て
も
怖お

そ

ろ
し
土つ

ち

け
む
り

　
泣な

く
の

も
哀あ

わ

れ
な
人
々
が

　
助
け
て
お
く
れ
と
呼
び
立
て
る
」

続
い
て
身
近
な
人
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
も

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
四よ

つ
と
せ

　
よ
い
よ
に
逃に

げ
出だ

す
間
も
あ
ら
ず

　
残の

こ

り
し
親お

や
こ子

を
助
け
ん
と

　
も
ど
り
て
死
ぬ
と
は

　
つ
ゆ

知
ら
ず
」

「
五い
つ

つ
と
せ

　
い
か
い
柱
に
押
さ
え
ら
れ

　
命
の
危あ

や

ぶ

き
そ
の
人
は

　
や
ぶ
り
て
連
れ
出
す
人
も
あ
る
」

地
震
発
生
が
朝
の
6
時
半
過
ぎ
。
朝
食
時
で
火
気
を

使
用
し
て
い
る
家
庭
も
多
く
、
火
災
に
よ
り
被
害
は
よ

り
悲
惨
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

「
六む

つ
と
せ

　
向む

こ

ふ
か
ら
火か

じ事
じ
ゃ
と
騒さ

わ

ぎ
出
す

　
こ

20

濃
の う び

尾地
じ し ん

震 (1891)

災害を語りつぐ  4

1891 年に岐阜県美濃、愛知県尾張地方を襲った地震で、多くの命が失われました。そう
した悲劇を繰り返さないでほしいという思いが込められた「震災数え歌」が、今も歌い
継がれています。
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な
た
で
親お

や
こ子

や
つ
れ
あ
い
や

　
倒た

お

れ
し
我わ

が
家や

　
ふ
せ

こ
ま
れ
」

「
七な
な

つ
と
せ

　
何な

ん

と
い
た
し
て
助
け
よ
と
慌あ

わ

て
る
そ
の

間
に
わ
が
家
ま
で

　
ど
っ
と
火
の
手
が
燃も

え
上
が
る
」

「
八や

つ
と
せ

　
焼や

け
た
に
思
え
ど
よ
り
つ
け
ず

　
目
に

見
て
親お

や
こ子

や
つ
れ
あ
い
や

　
焼や

け
死
ぬ
そ
の
身
の
悲
し

さ
や
」

過
去
の
教
訓
を
活
か
す

こ
の
数
え
歌
で
伝
え
た
い
の
は
震
災
の
恐
ろ
し
さ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
の
締
め
く
く
り
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
救
援
活
動
や
、
日
赤
な
ど
の
医
療
・

救
護
活
動
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
九
こ
こ
の
つ
と
せ

　
こ
こ
や
か
し
こ
で
炊た

き
出
し
を

　
い
た

し
て
難な

ん
ぎ儀

な
人
々
を

　
神
よ
り
食
事
を
与
え
ら
れ
」

「
十と
お

と
せ

　
所

と
こ
ろ

ど
こ
ろ
へ
病
院
が

　
出
ば
り
て
療り

ょ
う
じ治

は

無む
り
ょ
う料

な
り

　
哀あ

わ

れ
な
負け

が
に
ん
※

傷
人
助
け
出
す
」

こ
の
歌
に
は
、
悲
惨
な
状
況
を
後
世
に
伝
え
、
二
度

と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
震
災
の
様
子
と
と

も
に
災
害
時
の
対
応
の
す
べ
て
が
七
五
調
で
書
か
れ
て

い
て
、
数
字
の
ご
ろ
合
わ
せ
で
覚
え
や
す
い
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
い
時
代
、人
々

は
世
の
中
の
出
来
事
を
覚
え
や
す
い
数
え
歌
な
ど
に
し

て
広
く
世
の
中
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
「
震

災
数
え
歌
」
が
歌
い
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち

の
子
孫
も
そ
こ
か
ら
多
く
の
教
訓
を
読
み
取
り
、
防
災

対
策
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

※
負
傷
人
（
け
が
に
ん
）
は
、
こ
の
数
え
歌
の
中
で
の

読
み
仮
名
で
す
。
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神
戸
学
院
大
学
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
生

か
し
、
学
部
の
枠
を
超
え
て
防

災
や
社
会
貢
献
に
つ
い
て
学
べ
る
「
防
災
・

社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
2
0
0
6
年
に

立
ち
上
げ
た
。
学
生
に
よ
る
地
域
で
の
防

災
教
育
、
国
内
外
の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
重
視
し
た
同
ユ
ニ
ッ
ト
の
実
践
的
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
高
く
評
価
さ
れ
、
防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
防
災
教
育
大

賞
」、
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
「
グ
ラ
ン
プ
リ
」、

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
「
消
防
庁
長
官
賞
」

な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。
2
0
1
4
年
に

は
、
大
学
の
学
科
と
し
て
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
、防
災
を
専
門
的
に
教
育
す
る
「
社

会
防
災
学
科
」
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
の
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
と
社

会
防
災
学
科
の
学
生
は
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
中
で
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
防

災
啓
発
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
「
防
災

女
子
」
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
25
名
。
す

べ
て
女
子
学
生
で
あ
る
。

2
0
1
4
年
6
月
に
そ
の
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
の
は
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ

ト
の
高
岸
明
以
さ
ん
。
若
い
女
性
向
け
の

防
災
グ
ッ
ズ
集
め
や
、
非
常
食
を
使
っ
た

料
理
を
持
ち
寄
る
「
防
災
女
子
会
」
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
「
防

災
女
子
」
と
名
付
け
た
そ
の
ア
イ
デ
ア
で
、

高
岸
さ
ん
は
2
0
1
3
年
に
、
神
戸
市
危

機
管
理
室
が
主
催
す
る
「
暮
ら
し
の
備
え
」

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

「
大
学
で
の
実
習
や
講
義
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
、『
防
災
女
子
』
の
ア
イ

デ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
」
と
高
岸
さ
ん
は

言
う
。「
賞
の
受
賞
は
社
会
が
求
め
て
い
る

か
ら
と
考
え
、
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た

め
に
、
友
人
な
ど
に
声
を
か
け
、『
防
災
女

子
』
を
結
成
し
ま
し
た
」

非
常
食
を
身
近
に

防
災
女
子
の
本
格
的
な
活
動
の
第
一

歩
と
な
っ
た
の
が
、
2
0
1
4
年
11

月
に
神
戸
市
危
機
管
理
室
と
共
催
し
た

「
G
i
r
l
s 

P
a
r
t
y 

非
常
食
系
女

子
」。
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
缶

詰
な
ど
神
戸
市
が
備
蓄
し
て
い
る
非
常
食

を
使
い
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
約
20
種
類
の
料
理
を

作
っ
た
。
非
常
食
は
普
段
、
食
べ
る
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、多
く
の
人
に
と
っ

て
馴
染
み
が
薄
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

メ
ン
バ
ー
は
そ
う
し
た
非
常
食
を
使
い
、

日
常
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
料
理
に
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

女
子
学
生
の
目
線
で
防
災
力
を
ア
ッ
プ

神
戸
学
院
大
学
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
女
子
学
生
が
結
成
し
た
「
防
災
女
子
」
は
、 

若
い
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し
、
行
政
や
企
業
と
協
力
し
な
が
ら 

防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第 24 回

イベントで包装食のアレンジレシピを紹介　 非常食のアレンジ料理に取り組むメンバー　
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な
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

目
に
あ
た
る
今
年
1
月
17
日
に
開

催
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日

の
つ
ど
い
」
で
は
、
最
小
限
の
材

料
で
炊
き
出
し
が
で
き
る
調
理
法

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
「
包

装
食
」
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
出

展
し
た
。
包
装
食
の
作
り
方
は
、

ポ
リ
袋
に
米
な
ど
の
食
材
を
入
れ
、

沸
騰
し
た
お
湯
で
20
〜
30
分
煮
る

だ
け
。
ポ
リ
袋
に
入
れ
た
ま
ま
、

食
器
や
箸
が
な
く
て
も
、
手
を
汚

さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ン
バ
ー
は
包
装
食
の
ア
レ
ン

ジ
レ
シ
ピ
と
し
て
、
醤
油
バ
タ
ー

ご
飯
、
ワ
カ
メ
ご
は
ん
を
考
え
、

ブ
ー
ス
で
紹
介
し
た
。

「
日
頃
か
ら
食
に
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
女
性
や
母
親
の
方
か

ら
、
包
装
食
は
と
て
も
好
評
で
し

た
」
と
高
岸
さ
ん
は
言
う
。「
防
災

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大

学
生
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
」

9
月
1
日
の
防
災
の
日
を
は
さ

み
、
8
月
末
か
ら
9
月
初
め
ま
で

は
、
大
阪
市
梅
田
の
デ
パ
ー
ト
で

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
災
害
時

に
備
え
、
長
期
保
存
で
き
る
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
食
品
、
即
席
麺
な
ど
の

食
品
を
普
段
の
食
事
で
使
い
、
消

費
し
た
分
を
買
い
足
す
こ
と
で
、

常
備
食
を
常
に
備
蓄
す
る
方
法
。

長
期
間
保
存
で
き
る
特
別
な
非
常

食
は
未
使
用
の
ま
ま
期
限
切
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
が
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、

こ
う
し
た
無
駄
も
避
け
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
食
品
の
選
択
肢
が
広

が
り
、
災
害
時
に
も
食
べ
慣
れ
た

も
の
を
用
意
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

防
災
女
子
の
メ
ン
バ
ー
は
、
同
じ

大
学
の
栄
養
学
部
の
協
力
も
得
て
、

ト
マ
ト
の
缶
詰
を
使
っ
た
リ
ゾ
ッ

ト
、
ひ
じ
き
と
サ
バ
の
缶
詰
を
使
っ

た
パ
ス
タ
な
ど
、
栄
養
や
カ
ロ
リ
ー

に
も
気
を
配
っ
た
8
種
類
の
レ
シ

ピ
を
考
案
。
デ
パ
ー
ト
の
特
設
売

場
で
、
買
い
物
客
に
レ
シ
ピ
が
書

か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。
こ

の
活
動
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
紹
介

さ
れ
る
な
ど
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

防
災
女
子
は
、
こ
う
し
た
非
常

食
に
関
す
る
取
り
組
み
の
他
、
中

学
校
で
の
防
災
に
関
す
る
出
前
授

業
や
、
防
災
訓
練
や
防
災
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
戸
市
内

に
住
む
女
性
の
防
災
意
識
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
10
代
か
ら
70
代

ま
で
1
4
0
0
名
を
超
え
る
女
性

を
対
象
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
、

意
識
、
行
動
の
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果
は
今
後
の
活
動
に
役
立

て
る
予
定
で
あ
る
。

「
大
震
災
を
経
験
し
た
神
戸
で

も
、
若
い
世
代
の
防
災
へ
の
関
心

は
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
い
か

に
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん
で
い
く

か
は
大
き
な
課
題
で
す
」
と
高
岸

さ
ん
は
言
う
。「
私
は
来
年
で
卒
業

で
す
が
、
後
輩
た
ち
に
は
防
災
女

子
を
、
学
部
や
大
学
も
越
え
て
、

広
が
り
の
あ
る
組
織
に
育
て
て
欲

し
い
で
す
」

（
写
真
提
供

　
神
戸
学
院
大
学
）
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編集後記
われわれ防災関係者にとって、防災に関す

る気象情報はとりわけ重要です。今年の７月
７日から運用が開始された「ひまわり 8 号」は、
世界最先端の観測能力を有する可視赤外放射
計を搭載した新しい静止気象衛星です。気象
衛星は、海洋などの広い地域の雲や、水蒸気
の分布を観測することができ、特に台風の監
視においてはとても有効な観測手段です。毎
年多くの台風が来襲する日本において、いち
早く正確な情報の取得が可能となる「ひまわ
り 8 号」は強い味方であり、来年打ち上げら
れる「ひまわり 9 号」とともに、今後の防災
気象情報の飛躍的な進化に期待が高まるばか
りです。皆様も各行政機関から発せられる防
災に関する情報に注意してもらい、正確な情
報の収集に努めてください。
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